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所長を拝命 して
国立極地研究所長
松 田 達 郎
昭和59年12月1日付けをも
って国立極地研究所長に任命
されました.終 戦後の日本に
おいて夢をもって昭和31年か
ら開始され,広 域に展開され
てきた南極観測は28年間も続
けられてお り,昭和48年極地
研創立後は極地域における科
学研究の目覚しい発展を成し
遂げてこられました.これは永田先生を筆頭 とする極地
研職員,南 極観測隊員の献身的な活動,そ れを国の事業
として大きく推進 していただいた文部省南極本部の御尽
力,防 衛庁の御支援,電 波研究所,気 象庁,国 土地理
院,海 上保安庁水路部等の定常観測担当官庁の参加,そ
の他多くの機関,民 間の御協力があってはじめて出来た
ことであります.そ れに昭和36年から発効した南極条約
の枠の中で外務省,農 林水産省,通産省 と共に文部省の
もと極地研はあらゆる南極における人間活動についての
審議に参画しました.南 極海洋生物の資源についての保
存条約もつくられ,今 は南極鉱物資源の探査開発につい
てのレジームの作成の努力が続けられております.南 極
での行動 ・研究だけでなくこのような多方面 との深 く広
いつなが りをもち,協調を要請される要職である極地研
所長を拝命し,諸先輩の礎かれた光栄ある伝統と,実績
を考えるとき浅学非才の身にとって,そ の任や重 く身の
引締る思いがいたします.全 力を尽 くして重責を果 した
いと思っておりますが,皆様方の御協力と御支援なしで
はできるものではありません.よろしく御教導のほどお
願いいたします.
極地研名誉教授村山先生が中心 となり,昭和38年から
国立科学博物館の中で構想を練 り,多 くの方々の御協力
を得,困難を乗 りこえ国立極地研究所創設へこぎつけら
れたのは昭和48年のことでした.爾 来永田前所長の御指
導のもとに,私共未熟な研究者は叱咤激励され,多 くの
試練 と教訓を与えていただき,今 ようや く世界の南極科
学研究の一翼を担えるまでに成長してきつつあると信 じ
てお ります.研 究の具体的なことに触れませんが,研 究
者は超高層物理研究グループ,気水圏研究グループ,地
学研究グループ,生物研究グループに分れ,ま た全教授
は極地設営工学研究グループにも属し,設営の面での所
外研究者との積極的な共同開発研究 も行ってお ります.
研究グループ としては南極観測の為の計画,準 備,開
発,取 得資料等についての共同研究も近年軌道に乗って
きてお ります.共 同研究,研 究小集会等へ参加する共同
研究員の数は,480名にも達 し,シ ンポジウム参加者に
は外国人も十数人含まれておりますが毎年350名を超す
盛況であります.従 って研究論文も多 く,極地研で出版
している報告は毎年2700頁を越 しております.図 書室の
少ない職員でこれだけの仕事をしているところは例がな
いと思います.
研究者は現在35名在籍 しておりますが,私のような年
長組を除けば何年かに1回 は極地へ赴き観測隊員として
或は隊長として活動してお ります.私 は毎年,そ の年の
何れかの時期に昭和基地,し らせ,西 南極調査,外 国基
地,北 極へ出動した研究者を数えておりますが,いつも
20名に達します.し かし残された研究者も所 内で の研
究,共 同研究の御世話に忙殺されるわけであります.国
内 ・国外 ・極地における研究者の活動を支える管理部,
事業部の機構も教官系と良く連繋プレーができ,これま
た少ない人数の中から観測隊員に毎年4～5名 が参加す
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るなど南極観測 ・研究への密接な協力が行われ て い ま
す.
個人的プロジェク トに重点がおかれた当初の十数年の
南極観測の時代がありました.西 堀,村 山,鳥 居の諸先
生に象徴されるような,それに合う極地設営のあ り方が
確立されたのもこの時代でした.しかし極地研創立前後
から研究分野毎に大きなプロジェクトを持ち,長 期的に
多 くの研究者の協力で研究が進められてまい りました.
みずほ基地を中心 とする気水圏グループの氷床の流動研
究,氷 床掘削による氷床コアの解析,カ タパ風帯の気象
研究は長い歴史があります.超 高層グループはオーロラ
域の立体的研究のために地上観測や衛星観測は勿論のこ
と第11次より17年間に45基のロケットを無:pl倣で発射に
成功させ,そ の内オーロラに命中させるなど貴重なデー
タを取得することにも成功いたしました.地 学グループ
では リュツォ ・ホルム湾沿岸露岩域,やまと山脈,ペルジ
カ山脈,最 近ではセールロンダーネ山地地域へ調査域を
展開し,地理,地 形,地 質,鉱 物資源の研究を行うと共
に,昭和基地周辺で人工地震観測等による地殻物理研究
等も開始いたしました。やまと山脈周辺を中心として採
集された5500個の隅石は世界的な注目を浴び,中 には月
から来たものまであるといわれています.生 物グループ
は陸上のコケやダニをr]a心とする微小な生態系の研究か
ら,海氷域を主とした生物生産の研究を手がけ,意外に
も多い氷海域の生物績の大きさの解明に近づきつつあ り
ます.
このように大きなプロジェクト的研究になるにつれて
例えばロケットの発射にみられるように組織工学的手法
等新しい設営技術を取り入れることになりました.1基
発射のために日本では100名近 くの入が携わるのに,南
極ではたった7～8名 で行ってきました.し かも失敗が
なかったのです.し っかりとした技術と訓練と心構えが
あったればこそと思います.南 極大陸氷床上の広域の雪
上車による雪氷 ・気象調査,地 学の山地調査には,雪 上
車による軌道力だけでなく,航空機を使っての作戦が展
開されます.十 数年前の極地設営 ・作戦の伝統の上に,
若い人達は必死になってこの広い地域に複雑な作戦を組
立て実施しようとしております.し かも最近は昔のよう
な山岳経験者は少 く,普通の研究者 ・技術者が参加する
時代です.し かし,気象的には厳 しい寒さや風と戦いな
がら精神的にもス トレスのかかる隔離と閉鎖の社会で生
活 し,研究を続けなければなりません.近 年になって仕
事量が多 くな りしかも早くなり余裕が少ないこと,便利
の反面複雑な機構にな り,一.旦こわれたら厄介であるな
ど新しい問題 もでてお ります.原 始的生活から近代的南
極生活へ向けて一層の安全確保への努力と研究をしつつ
対応しなければならないと思っております.
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私達はこのような困難な観測を成 し遂げつつい く内に
多 くの科学的な発見や新 しい知識を得てきました.そ れ
は多くの人類の財産 となっていることを確信してお りま
す.一 方世界の国々から今 日ほど南極の資源について注
目をあびていることもありませんでした.い かに国際的
な問題 として南極が とり上げられようと,私達は科学者
の目で先人達が築いてきた研究調査の道と,環境保護と,
国際的に友好な共同観測を続けていきたいもの と念 じて
お ります.極 地研究所は永田先生が去られたあと,大き
な空白があくかと思いますが,後 に続 く職員一同必らず
や一致団結 して難局を乗 りこえ,輝やかしい[1本の南極
観測事業の推進に与ると共に極地研究のために研競いた
したいと念 じてお りますので,皆様方の御支援をお願い
いたします,
中 国 訪 問 記
前 晋 爾
村越観測協力室長 と私の2名 が,中国南極観測隊の第
1回訓練の講師 として中国出張が決定 してから,10月7
日東京出発まで余 り時間的余裕はなかった。このため何
を準備してよいか,先 方(中 国国家南極考察委員会－n
本の南極統合推進本部にあたる)と どのように連絡をと
ってよいのかさっぱりわからず,も っぱ ら昨年中国訪問
の経験を有する村越さんに頼 りきりとなってしまった.
村越さんと考察委員会弁公室長の郭現さんと打ち合せの
結果,村 越さんが基地の運営と基地への輸送,私 が氷海
での行動及び内陸調査 につ い て講義をすることとなっ
た.後 はさっぱ りわからず,10月7日中国民航機にて成
田を出発,夜 半北京空港に到着した.
空港には国家海洋局日本語通訳の張さん,弁 公室の李
さんが出迎えて くれた.と もにn本 へ来たことがあD村
越さんとは顔見知 りである.中国首次(一 次)南 極観測
隊の訓練が北京市郊外にある北京体育学院でおこなわれ
ることを教えられ,す ぐ隊員が合宿している北京体育学
院へ向った.第1次 観測隊の隊長 となる郭さん(弁 公室
長)副 隊長の董さんに迎えられた時にはすでに午前零時
をまわっていた.夜食の後今後の予定を聞き,床につい
た時には午前2時 を過ぎていた.
中国観測隊の訓練スケジュールは日本隊のスケジュー
ルを参考にしただけあって,我 々の訓練計画と極めて似
ていた.し かし訓練は,8口 から始まって14日までびっ
しりと詰っており私達の予想をはるかに越えるものであ
った,午前6時 起床,ラ ンニング ・体操の後,8時 から
座学,午後3時 頃座学を終了し,バスケットボール ・サッ
カー ・パレボール等の体育訓練が行なわれた.8日 の早
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朝ランニングがなかったことがせめてものな く'さめとい
うわけで,8n午 前の座学訓練から参加した.日 本にい
る時の運動不足がたた り,おまけに適当にサボル特技を
発揮することができず,北 京体育学院(オ リンピック選
手が多数在学)に 名前負けしながらも,何 とかやっとの
思いで最終[1まで持ちこたえた.
座学については,武考察委員会主任の演説からスター
トした.何 といっても中国は南極観測は最初の試みであ
り国を挙げての仕事であることが何度も強調された.国
家海洋局の幹部の演説に続き,隊員代表による決意1辱読
みあげなどがあり,昂揚した気分が会場を覆っていった.
一一方,n本 代表で村越さん と私がともに激励の演説をし
たが,普 段こういった演説に慣れておらず,他 の講演に
くらべて1オ クターブ調子が低かったのはやむをえない
ところであった,
南極条約からはじまり,船内生活から南極での作業,
食事についてまで,そ の講義内容は我が訓練とあまり変
ることがなかった.し かし全般的な印象として,第1次
ということもあ り,具体的な作業内容(数字を挙げての)
が少し希薄な感 じがしたが.次 回からは一層具体的にな
るであろう.隊員は極めて熱心であった.他 国の基地で
の南極生活の経験をもつ7名 の隊員を含め,その意欲が
私達にもひしひしと伝わってきた..私達 も全力投入で講
演を行い,質 問に答えた.村越さんは設営の専門家なの
で,ま さに全員から頼りにされていた,
10月13|1人民大会堂で{隊 員(50名)が万.lll副総理,
胡啓立共産党ヨ1記と接見し、全員で写真を撮った.そ の
nの夜我々主催の中国観測隊壮f了会を北京大学の近 くの
長征飯店で行った.出 席者は武主任,羅 国家海洋局長,
総隊長の陳徳鴻国家海洋馬副局長ら総勢80名もが出席
し,非常に楽しい愉快な宴 となった.武.1三任からは来年
の中国観測隊にぜせ参加 しないか と誘われるなど,私に
とっても忘れがたい夕べとなった,
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中 国 第1次 南 極観 測 隊 成 立 大 会(1984
お け る前 教 授 の講 演,
訳,前 教 授,武 主 任,
'
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1⑪.8)に
jE両石 か ら郭 観 測P家長,張 通
羅 局 長,陳 観 測 隊 総 指 揮.
15nに隊員と別れを惜 しみつつ西安経由でL海 に行
き,観測船向隣紅10号を見学することができた.全 口程
を通 じ極めて有意義で楽しい出張であった,私 達を招い
て下さった武主任,す でに太平洋上を航行しながら決意
を新たにしておられる郭隊長他の皆様に感謝しつつ,ま
た12月下旬に南極半島先端周辺に上陸 ・長城基地を建設
し,4月 に上海に戻ってくるrl1国観測隊の皆様の健闘を
祈って,この短い訪問記の筆をおきたい,
(筆者:国立極地研究所教授)
南極観測隊便 り
一第25次越冬隊の近況一
9月 」:旬にB級 ブ リザ ー ド(視 程1km未 満,平 均 風
速15m以 上25m未 満 の 状 態 が12時間 以 上 つ づ い た
時),中 旬 にA級 ブ リザ ー ド(視 程100m未 満,平 均 風
速25m以 上 の 状 態 が6時 間 以..ヒつ づ い た時)が 相 つ い
で 到 来 し,最 大風 速 は 史 上2番 目,最 大瞬 間 風 速 は 史上
3番 目 を記 録 す る大 型 の もの で あ っ た.10月 に 入 っ て,
上 旬 平 年 並,中 ・下 旬 は や や 低 「iに経 過 した.
春 の 内陸 調 査 旅 行隊 は.10月411ma和基 地 を 出発 し,
11月14nに74°12'S,3SeOO'E地点 に 前進 キ ャ ンプ を設
置 した 。20nに は,74e12'S,34°50'E地点 に 本調 査 を
行 うた め の ベ ー ス キ ャ ンプ を設 け,こ こ を拠 点 に約1ケ
月 間 調 査 活 動 を し1月 中 旬 昭和 基 地 に 帰 る予 定 であ る.
昭 和 基 地 で は,日 増 に長 くな る 日射 時 間 を利 用 して の26
次 隊 受 入 の た め に 準 備 に 大 わ らわ で あ る,
み ず ほ基 地 は,10月7E]に物 資 の 補給 及 び人 員交 替 が
行 われ,現 在 西 沢,山 本,II[上隊 員の3名 に よ って 維 持
され て い る,
一南極OB会 開かる一
策26次隊の出航を間近かにして,第1次 隊の出航記念
日に当る11月8口,半蔵門 の東 條 会館で恒例の 「南極
OB会」が開催された.'i「if.1は隊員OB,26次隊隊員,
南極関係者175名ほどが集ま1,,最近ではもっとも盛大
な会となった.
OB会 会長としての永田第1次 隊長の挨拶で始まり,
昭和37年11月南極マクマー ド基地を視察 して南極観測再
開に尽力された中曽根内閣総理大臣を迎えて,「 いわば
裏n入 学の南極OBと して……」の祝辞に,万場が湧い
た.お 互の健在を喜び合い,昔話や近況の交換に話の花
が咲 き,新たにOBと なる26次隊の紹介も行われて,併
せてその壮途を祝って2時 間余 りの会を閉 じた.
3
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一第26次観測隊の家族会開かる一 策27次観測隊の隊長 ・副隊長決まる
第26次ifl極地 域 観 測 隊 の}1溌を前 にIIJ]13|{(火)・26
次 隊 家 族 会が 東條 会館 「や よ いの 間 」 で 開 催 され39家族
150名が 出席 した,
永 川所 長の 挨 拶 、川 口隊 長 の 話 し につ づ き.第26次 隊
の 行動 予定.寄 港 地 へ のr－紙 の 出 し.ノ∫.電 話 ・電 報の 耳i
扱 い 等留 守 中の 必 要 な 諸 連 絡 が 行わ れ た.
ま た第26次家 族 会長 に 福西 越冬 隊 長 夫人 が 選 出 され 留
守 中 の連 絡 を と り合 うこ と とした.
最 後 に映 画 「南 極の 寒 さ を探 る」 を ト映 して 盛 会の う
ち に 幕 を 閉 じた.
一第26次南極地域観測隊出発一
南極地域観測統合推進本部総会が1/月13"(火)東條会
館で開催され.第27次観測隊の隊長 ・副隊長を決定し.
同日発表された。
越 冬.第8次 越 冬,
(隊長),第22次 越 冬(隊 長 旅 越 冬隊 長).米 国 基 地5
川 、 英 国 基 地1同
o隊 長(夏 隊)
IIF川栄 夫
日r{羽15t王三12Jl18i|f巨
国 立 極 地 研 究 所 研究 系 教 授
,.lt:r]Ej分野 地 学(1『1然地理
学)
極 地 歴:第2次 夏,第4次
第16次夏 偏1」隊 長).第20次 夏
鈎τ26}欠1何極」山上1宣観測11隊σ|i口S'〔男隊 長1まカ・48名).[tfj
行 者7名.中 国 か らの交 換 科 「γ:者2名,を 乗 せ た観 測 船
「し らせ 」 は11月14日(水)午lli口1時、家 族 ・関 係K'多数
の 見 送 りの 中,東 京港 晴 海 埠 頭L}ll壁か ら一路 南 極 に|i,]
け て 出 航 した.
同 隊 は 第23次隊 か ら始 まっ た 「極 城 中 層 大気 総 合 観 測 」
(MAP),「束 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
計 画 」,「南極 沿 岸 生態 系 に お け る 生物 生産 の 基 礎 研'究」
(BIOMASS).を3ノ く観 測 とし て継 続 実 施す る,
「し らせ 」 は 途 中 オー ス トラ リア の フ リー マ ン トル に
寄 港,12月 中 旬 ブ ラ イ ド湾 に接 岸 し,セ ール ロ ンダ ー ネ
山 地 地 学 調 査 の た ぬ 主 屋棟 建設 を始 め物 資 約80ト ンを
降 ろ し,1月iz旬 に は昭 和 基地}こ物 資 の輸 送 を始 めt沿
岸 に お け る生 物 調 査,地 学野 外 調 査 等 を実 施 す る,
2月 上 旬,25次 越 冬隊 員 が 「しらせ 」 乗船 後,ポ ー ト
ル イス,シ ンガ ポ ー ル を経 て来 春4月20「1東京 港 ‖1「}海埠
頭 に 帰 国 の 予定 で あ る.
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○副隊長(兼 越冬隊長)
内藤靖彦
「1名利116年二2」j51|fk
国立極地研究所研究系助教
授
県門分野;海 洋生物学(海
洋哺乳動物学)
匁125}朱夏(副 隊長)
一氷海航行セ ミナー
[li極観 測 も25回を 数 え,こ の 間,「宗 谷 」,「ふ じ」 「し
らせ 」 に よ って,昭 和 基 地 周 辺 の 氷 海 で の 行 動 が 重 ね ら
れ て き た.し か し,こ の 砕 氷 船 に よ る氷 海 航 行 につ い て
は,こ れ まで 組 織 的 な 分 析 が 試 み られ て い る とは い え な
か った.永 田 所 長 の1984年度lt{極視察 報 告 で は,そ の 科
学 的,工 学 的 研 究 の 必 要 性 が 指 摘 され て い る.こ う した
問 題 に 取 組 む 第 一 歩 と して,当 研 究所 主催 の"氷 海 航 行
セ ミナ ー"　hSIO月12日開 催 され た.
海 氷 の 一 般 的 な 分 布 と特性,氷 海航 行 に お け る操 船 の
問 題,砕 氷船 設 計.Lの問 題,1賠,氷海航 行 に必 要 な海 氷 の
リモ ー トセ ン シ ング に よ る観 測 方 法 な どに つ い て 話題 が
提 供 され 、 これ をめ ぐっ て約70名の参 会 者に よ る討 論 が
行わ れ た,氷 海 航 行 とい う問題 に つ い て,諸 分野 の 専 門
家 が 会合 して 討 議 が 行 わ れ た の は恐 ら く初 め てで あ 孔
今後 の 研 究 の ス ター トと して 極 め て 有意 義 で あ った.こ
れ を ふ まえ て,極 地 研 究 所 で は.と くに南 極 の海)kの諸
相 に つ い て,既 往 の デ ー7の 分析 を51.急に 行 うべ き こ と
が 痛 感 され た.
プログラム
1,
?
?
海氷の概観
海氷の分布と特性
極 地 研 二-一 ス64
(司会:吉 田栄夫 ・極地研)
(小野延雄 ・北 大)
リュッ ォ ・ホ ル ム湾 及 び そ の周 辺 の 海氷
n.船舶からみた海氷
1.氷 海航行の諸問題
2.船 舶工学上の問題点
(山内 恭 ・極地研)
(佐藤 保 ・しらせ艦長)
[(北 川弘光 ・船舶技研)
皿.電 波 に よ る海 氷 リモ ー トセ ン シ ング
1.方 法 論
2.観 測 例
IV.　総 合 討 論
(岡本謙一 ・電波研)
(和田 誠 ・極地研)
一算5回 南極地学シンポジウムー
昭和59年10月26[1,27Hの両Elにわた1)t当研究所講
堂において当研究所主催の標記シンポジウムが開催され
た.発表論文33編,参加者約60名であった,本 シンポジ
ウムも5回を数え,成 果が蓄積されて議論が深められる
部分が拡大しつつある.昭和基地周辺の基盤地質,地 球
物理学的観測等のほか,マクマー ド入江地域の火山学的・
岩石学的諸問題,南 極の水圏の地球化学,鉱 物資源探査
に関する基礎的諸問題などが討議された.最 後のセッシ
ョンでは,地 学各分野での トピックス,研究の現状 と将
来の課題等が報告され,こ れらをめぐって多 くの討論が
あり,将来の研究の方向を探る上で有益であった.
プ ロ グ ラ ム
1.地 球 化 学 的研 究
1.池水 の塩 素 ・ホ ウ素 比(村lll治 太)
2.ベ ス トフ ォール ド湖 沼 の 微 量 元 素 起 因
(増田宣 泰,中 谷 周,鳥 居 鉄 也,　H.　R.　Burton)
3.ド ラ イバ レー湖 沼 水 中 の 炭 酸 物 質
(川野 田 実夫,松 本 源 喜,鳥 居 鉄 也,長 連 英,
小 畑 芳 春)
4.南 極Beacon　supergroup中の 炭 化 水 素 お よび脂
肪 酸(松 本 源 喜,綿 抜 邦 彦,鳥 居 鉄 也)
n.鉱 物 資 源 基礎 調 査
5.TH83・ ウ ィル ク ス ラ ン ド沖(ス コ ッ ト海 盆)調
査 報 告
(佐木 和 夫,加 藤 正 和,青 柳 宏 一,棚 橋 学,
円 谷裕 二,町 原 勉)
6.南 極 大陸 の 鉱 物 資 源 探 査,開 発 の 諸 問題
(大町 北 一 郎,兼 平 慶 一 郎,西 山 孝,金 谷 弘,
奥 野 孝 晴,吉 川 栄 夫,矢 内 桂F三,白 石 和 行)
m.マ ク マ ー ド地 域 の 地 球 科 学
7.西 南極 マ クマ ー ド火 山 地 域 火山 岩 類 の 岩 石 学 の 問
題 点(倉 沢 一)
8.エ レバ ス火 山 群 か らの 超 塩 基 性 岩 ノ ジ=一 ル に つ
い て 一 南 極 大 陸 下 の 温 度 ・応 力 条 件 の 推 定 一
(藤井 敏 嗣,唐 戸 俊 一郎)
9.SBシ ス テ マ チ ッ クか らみ た ロ ス島 お よび そ の 周
辺 の火 成 活 動
(高久 雄 一,小 沼 直 樹,佐 野 徹,矢 内 桂 三,
神 沼 克 伊,平 沢 威 男)
　 10・　New　eruption　parameters　andspectral　e ation-
　 　　 ships　between　seismic　and　infrasonlc　signals
　 　 　 from　Erebus　Volcano.　Antarctica.
　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 (R.　R.　Dibble)
11・エ レバ ス 火 山の 地 震 活 動 と噴 火
(神沼克 伊,渋 谷 和 雄,植 木 貞 人,馬 場 め ぐみ,
　　 　　　 R.　R.　Dibble,　J.Kienle)
IV,　地 質 学的 研 究(1)
12.プ リ ンス オ ラフ海 岸 のmetabasiteにつ い て
(鈴木 盛 久)
13.ラング ボ ブ デ沖 諸 島 の変 成 岩 類(勝 島 尚美)
14.リュツ ォ ・ホル ム岩 体 の変 成 作 用
(本吉 洋 一,松 枝 大 治,松 原 聰,松 本径 夫)
15.昭和基 地 周 辺地 域 の変 成 岩 類 の 原 岩 組 成 と地 質 構
造(白 石 和 行,広 井 美 邦)
V.地 質 学的 研 究(U)
16.昭和 基 地 周 辺 の5億 年 ペ グマ タ イ トの 既 存 変 成 岩
類 に対 す る影 響(広 井 美 邦,大 貫 仁)
17.昭和 基 地 周 辺 に分 布 す る塩 基 性 変 成 岩 類 の 累 進 変
成 作 用(広 井 美 邦,白 石和 行)
18.昭和 基 地 周 辺 産 変 成 岩 類 の 鉱 物 年 代
(柴田 賢,矢 内桂 三,白 石 和 行)
19.プ リ ンス オ ラ フ海 岸 一 リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾地 域 の
変 成 作 用(吉 田 勝)
W.地 質 学的 研 究(皿)
Z).やま と山 脈 にお け る後退 変 成 作用
(浅見 正 雄,白 石和 行)
2Lセ ール ロ ン ダー ネ 山 地 の 変 成 岩 頚(予 報)
(白石和 行)
22.やま と山 脈 蝶 が 岳 の 地 形 学 図 に つ い て
(岩田修 二)
23.昭和 基 地 周 辺 地 域 堆 積 物 の 粒 度組 成 と鉱 物組 成
(佐々 木清 隆)
、1.地球 物 理 学 的研 究
24.南極 昭 和 基 地 で の 地 温 の連 続 測定(序 報)
(長尾 年 恭,神 沼克 伊,渋 谷和 雄>
25.Mル ー トを中 心 と した み ず ほ 高原 域 に お け る航 空
磁 気 測 鎖(渋 谷和 雄)
%.エ ル ス ワー スμ.[脈の 古地 磁気 学的 研 究
(船木 實,吉 田 勝,永 田 武)
5一
極 地 研 二
27.海面高度より車力異常を求めるためのアルゴリズ
ム(松 本 剛,瀬 川爾朗,神 沼克伊)
28,　GEOS-3,　SEASAT-1　の海面高度データより得
られた世界海洋の重力異常分布
〔瀬川爾朗,松 本 剛,神 沼克伊)
珊 南極大陸を考える
29.東西南極氷床の特性(前 昔爾)
30.南極氷床の長期変動 と新生代研究の問題点
(吉m柴火,森 脇喜一)
31.水系よりみた東西南極(綿 抜邦彦)
32.昭和基地周辺に分布する原生代変成1'瀬の形成に
対するプレー トテク トニックモデル
(広井美邦,白 石和行、本吉洋一,矢 内桂三)
33,拡大する南極プレー ト(神 沼克伊)
永年勤続者表彰
昭和59年度の永年勤続表彰式が,10月2・IL]12時から所
長室において行われ,嶋m康 夫 ・　'jlee部事業課企画係長
に表彰状及び記念品(銀 杯)が 贈呈された.
永田所長退 官送別会 開かれ る
永m所 長が12月1n付けで退官されることに伴い,去
る11月30口(金)講義室において,所 員多数出席しての送
別会が開かれた,
永n,]所長から 「南極観測は,これから増々難しい問題
に直面することになるが,所 員一同がんばってほしい」
との挨拶があった。会は盛大に行われ,所 員からねぎら
いの言葉や花束の贈呈があ り,最後に玄関前にて所員の
盛んな見送 リを受けた.
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JPr貝の 盛大 な 見 送 りを1受け る永 田所 長(車中)
第37回運 営協議 員会議
11月2日(金)に閉かれ,以 『ドの事項を審議した.
1.第27次南極地域観測隊長 ・副隊長について
2.第26次南極地域観測隊行動実施計画について
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昭 和59年度BIOMASS　(SIBEX)研究 実 施計 画 に
つ い て
第15回評議員会議
10月301](火)に開かれ 「国立極地研究所長候補者の選
考について」審議が行われた.次 期所長候補 者として,
松m達 郎教授(研 究主幹)が 選出された.
レイ モ ン ド
所 属
招へい期間
研 究 課 題
レ外国人研究者の紹介く
デfブ ル 博 士　(Rayrnond　R.DIBBLE)
外 国人 研 究 員
ビ ク ト リア 大 学(ウ エ リ ン トン)
昭 和59年8月25FI～II月24H
エ レバ ス 火 山 の噴 火 機 構 に 関す る地 球 物 理
学 的 研 究
〈一 般共同研究の公募について〉
昭和60年度一般共同研究の公募は,各 大学及び研究機
関の長に発送しましたので,申 請をする方は所属機関又
は下記にお問い合せ ください,
一 公 募 の 概 要一
公募事項
.一般共1司研究(所外の個人又は,複数の研究者と所内
の教官が協力し,当研究所を共同研究の場 として,極
地に関する研究を行うもの)
資 格
国立,公 立及び私立大学,国 立及び公立等研究機関の
研究者又は,これ らに準ずる研究者
研究期間
1～3年
申請方法
研究内容,研 究課題及び経費等について事前に当研究
所の関係教官 と協議の上,研 究代表者を定め所属長を
通 じて提出してください,
申請期限
昭和60tf・1月:Sl[1(木)
選 考
研究課題の採否及び所要経費の査定は,共 同研究委員
会並びに運営協議員会議の審査を経て所長が決定しま
す.
採択通知
採否の決定は,昭 和〔責埆二3月(予定)に 行われ,採 択
された場合は所長から研究代表者及び同所属長あてに
採択を通知します.
提 出 先
〒173
極 地 研
東京都板橋区加賀1-9-10
国立極地研究所庶務課研究協力係
TELO3(962)4711
〈受託学生大学院学生の公募〉
昭和56年度から受入れている受託学生の公募は,関係
各大学院あてに発送 しました,受 入れの概要は,次 の と
おりです.
1.研 究分野別受入人員
超高層物理学3人 気象 ・雪氷学3人
地 学3人 生 物 学3人
2.受 託学生の資格
極地科学及びこれに関連する分野を専攻する大
学院在学中の者
3.受 入れの期間
昭和60年4月から昭和61年3月まで
4.提 出期限
昭和60年3月1n(金)
5.問 合せ先
国立極地研究所庶務課研究協力係
開 催 日:
場 所:
問 合 せ 先:
◇
案
◇
内
◇
第7回 極域生物シンポジウム
ド
昭 和60年1月9日(水)～1月11日(金)
国 立 極 地 研 究 所 講 堂'
寒 冷 生 物 学 研 究 部 門
(962)4711内353(内藤)
ノ
第8回 極地域における電離圏磁気圏
}総 合観測シンポジウム
開 催 日;昭和60年2月19日(火)～2月21日(木)
1場 所:国 立極地研究所齢'
1問 合せ先;超 高層物理学研究部門
;(962)471・ 内353(佐 藤)
第10回南極陽石シンポジウム
開 催H;昭 和60年3月25日(月)～3月27n(水)
場 所:国 立 極 地 研 究 所 講 堂 、
問 合 せ 先:陽 石 資 料 部門
(962)47111x]155(矢|メ」)
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第25次隊 月例 報告(9月 ～10月)
一7
9月に入って相次いでブリザー ドが襲来したものの比
較的穏やかな天候に恵まれた.10月は全般に大陸高気圧
の勢力が弱かったため雲が多 く,雪のちらつ く日が多か
ったが,下 旬後半には大陸高気圧が張 り出したため天気
は回復した.観測活動もおおむね順調に経過した.
観測報告
宙空系1オ ーロラの2点 立体同時観測をラングホプデ
と昭和基地で実施し,オーロラTVに て15夜延べ18時間
のデータ取得に成功 した.そのほか,大陽子午面の偏光
観測,全 天「1射計によるn射最の直達成分,散 乱成分の
観測を実施した,
生物 ・医学:9月16口から22日にかけて沿岸調査旅行
が行われ,ス カーレン大池採水 ・雪鳥沢生物群集調査 ・
スカーレンのヤル トオイでの各層海洋観測などを実施し
た.10月17nから24日にかけては,ラ ングボブデ ・スカ
ルプスネス方面の沿岸旅行が行われ,こ こでは舟底池 ・
ぬるめ池の環境モニタリング用採水,ペ ンギン ・あざら
しのセンサス等を実施 した,
また,リ ーセルラルセン半島,梅 干岩では皇帝ペンギ
ンの航空機によるセンサスを行った.
雪氷:みずほ基地では,中層掘削氷の現場解析をすべ
て終了した.そ のほか堆雪の電気伝導度の測定,太陽電
池の特性試験,小 型風力発電機の試験,カ イッーン飛揚
試験などを実施した.
設営報告 燃料消費量内訳 単位:1
?
?
‥??
?
?
?
?
?
?
?
??
?
? 10月
消費量1残 量
普通軽油
灯 油
28・263;285・5122S・96212S9,55・
3,800|43,471 ・,…1・ ・,47・
内陸調査旅行のためのSM511(雪上車)SM512号車
のデブ ・サスペンションの交換を行った,通 信部門は2
カ月とも短波帯の通信状態が悪 く,南極本部との交信は
ほとんど不可能だった.航 空部門は,セ スナ機による観
測飛行を行ったほか夏期の氷状悪化に備えて北の浦に予
備滑走路を確保した,
みずほ基地では,従来の航空機滑走路はサスツルギの
ため,使用不能 となり,新たに600m滑走路を確保 した,
また,太 陽電池の特性試験を開始 したほか,小 型風力発
電機及びアルゴス ・システムの試験を実施した,
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month〕y　Climatic　Data　f(,r　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temP.)　(.C)
最 高 気 温(Max.te【nP.)(℃)
最 低 気 温(Min.temP.)(℃}
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 l)ressure,
　 　 　 　 　 　 　 seu　leve1)　「mb)
平 均 蒸 気 圧(Meall　vapour　pressurc、　 (mb)
平 均 相 対 湿 度(Mearl　relative　humldity)　!輸
平 気 風 速(Mean　 win〔I　s[]eed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 win〔1　spev(1.
10・min.mean)「m,'s'.
瞬 間 最 大 風 速(GusU　 〔m.'s)
平 均 雲 量(Mean　 cl・ud　c・yerll　.「1,ilO)
快 晴1.1数　「Number　{)f　clear　days)
【極地豆事典】
昭和基地(Showa
9月(Sep.)
-16 .6
一4 .8
一32 .0
982.3
1.2
60
7.9
89532)
1〔,ノ」(Oct.)
-15,2
一6 .6
一.27.3
982.f}
1.4
65
6.7
み ず ほ 基 地 〔Mizuh・;89.;544)
9月(Sep.)
-37.8
一23 ,2
一・53.2
1【)月(Ocし)
一一38.2
一・-24 .7
一49
,8
723.5
(stati〔)[11〕r(:ssure、1
13.2
44.6(11,ENE)28,5(21,ENE)25.2(ll,E)
54、QIL.ENE:,35.1〔2U,ENE)31.4川,E)
二人 工衛 星か ら見 た オー ロラニ
?
一
「.)
.
7、0
1
fへ、
DE-1衛 星 にtる.「 一.「'.'画像rフ}ン ソ ノLI三にkる'.
極地 の 夜 空 を711;麗1こ彩 る オ ーuラiよ,磁 気 圏 と呼1至れ
る地 球 趾 辺 の'i.:宙空 間 か ら高 エ ネ ル ギー の 荷 電1.11寸が 極
絨 の 磁力 線 に 沿 っ て入 射 す る こ と に よ;)引起 され る大 規
模t"'ii'(',9現tg{であ る.従 っ て.そ の グ ロ ー バ ルな 全 体 像
を捉 え るた め に は地[,nll測だ け で は限 界が{b,1).人工 衛
星 を 使 っ た 上空 か らの オ ーuラ 撮 像が 必 要 と な る.
そ う した 最 ㍑の試 み は.1971年に打1二げ ∴れ た'"t-7
の 電 離1・(・1観測llli星ISIS-2によ')て行 わ れ た.二 の 衛 星
7.9
1
721、8
10,6
17,7〔 5,E)
21.6「25,E'
に 搭 載 され た オ ー ロ ラ ス キ ャ ンナ ー は,衛 星 の ス ピ ン を
利 用 して 軌道 に[「[:角fJ向の 」Ill}天測 光 を 行い,そ れ らを 合
成 す る こ とに よt),刈め て オ ー ロ ラの 全 体1象を撮 影 す る
こ と に成 功 した.こ う した 観 測 は.そ の 後 ア メ リ.ツの
DMSPな ∴び に 日本 のEXoS-A衙 星(「極 光 ノに よ・')
て引 継 がれ た.特 に.1978年に4.∫1:戌,')れたEXoS-A
衛星 で は,そ れ 主で とは 異 な るTVカ メ ラ ノ∫式 を用 い,
ノく陽 光 の 影響 を.受;ナに くい紫 外i;f{域の オ ー ロ ラ 光 を観 測
一1一る 二 とに よ り.オ ー ロ ラ の ク.ロー バル な瞬 間[ll;i像を捉
え る こ とに成 功 して い る.
図 に 示 す の は,198Lfiこに 打..1:i1',一〕れkア メ1〃ノの1)J・i-1
衛星 に よ り.北 極 の 上空 約2～3万km　 〔ノ)高度 か ら衛互と
の 軌 道 に沿 って 通 巻'1的に 撮 影 さ れ た オ ー ロ ラ1山像 で あ
る.太 陽 光 によ 「)昼夜に 分 か れ た地 球 を背 景 に 恢 を と り
.?,く円 環 状 の1}ピi城〔オー[;ラオ ー パ ル,/が鮮 や か に 耀 し・
.こい る 姿が1明[僚1こ'7
J二しIHさ1.L－[いる.二 の 観}川rこは,[割
に も見え る よう にオ ー ロ ラ オー バ ル の 他 に,そ れ を.:分
.」一る形 で 夜 伽 とWlilf…1オー バ ル とを 結 ぶ オ ー ロ ラア ー ク
が存 在 す る 二 とを 明 らか に した.こ の オ ー ロ ラは,そ の
「|劣伏が ギ/1シ ・ .文字 の θ 「シー タ)1二似 て い る 二 とか ら
0オ ー ロ ラ と命 名 され た.こ れ は,現 在 オ ー ロ ラ物理 学
の中 て 重 要 な トピ ック スの 一 つ とな っ て い る.
1989fFに打.1/1.fがJ㌦定 さ れ て い ・:)「iJ,[の手.!学衛 星
EXoS-Dに も 二 う した オ ー ロ ラ撮 像 装 置 を搭 横r茸'るこ
とが 現 在 肚 画 され て.tsり.昭和 八地 に て この 画 像 テ.一夕
を愛 い す る こ とに よ り.オ ー ロ ラ に関 す る本 格的 な 衛 星
地 ヒ1"二体 同 時 観 』II∫を 実 施す る こ とが 期 待 され て い る.
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